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coherence factor， Anderson theorem， etc. 
高温超伝導発見の前夜






















































I ¥Io>=II (Uk+ vkbk+) I vac> (2) 
であることを示した。ただし、 bk=c一品CK?，bk，+=ck'T+C-k'U，uj=[I+ε〆(εk2+d./)] /2 
Vk
2=[1-F，j (ε/+d.k2)凶 ]/2=[1-ε〆ι]/2， I vac>は電子のない真空状態で、ある。超イ云
導ギャップd.kを決める方程式は
d.p=-1: kVkp(d.j2Ek) tanh (Ej2kB1) 
となる。ここで-Vkp=V(等方的引力〉とすると





d. ( 1)= d.o t anh [1. 74 { (~一刀/丹凶]
でよく近似される。 d.o=A(Tニ0)は 2d.oIkB~=3. 52をみたす。
注目されるのは、 (2)が示すように超伝導状態は、 kで指定される電子対






























が散乱のないときの国有状態と 1: 1対志をもっと考えられる限り、 (5)式から
決まる乙は変わらない。これはAndersontheoremとして知られる[1]0 (ただし、
電子馬在効果が顕著になると乙に影響が出る。)一方、磁性不純物が導入される













せない。それでも、 LaにGdを入れた場合で"，5Kのれが 1%程度の Gdで消失
する。



































charge disproportionationが起こる。これについて、 Chakravery ら訪日立
bipolaronという一種の電荷密度波 (CDW)の形成による構造変化を伴って絶
縁体化することを問題にしたc 一方、 Rice-Sneddon[9]は、ぺ E フスカイト
Ba (Bi， Pb) 03 で、 real space pairing と呼ばれる Bサイトの charge
disproportionationが起こり絶縁捧化するとした。
以上のように、電子・格子相互作用による高温超伝導の実現は、いまのとこ

























proto-typeである La2_xSrxCU04の構造を模式的に示した。 Cuの罵りを S値のむ原
子が囲み八面体を作り、さらにそれが頂点を共有して2次元講造をつくる。 Cu02
面が、蛍石構造を持つLaOブロック層を介して stackした 2次元構造となってい
るのが特徴であるox=Oである La2Cu04のCu2+は、 (3dl9の電子配置をとるが、 Cu06





















































t: d 0 
• • '・e・句flI"*. 暢，、"が
. _ 3 meV -" . .  . 、z‘、ぜ鎚o100 
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や縦緩和率 1/~，さらには STM/S T Sを用いて行なわれた電子状態密度の測
































































物が立nitary散乱体とみなされる場合ほどうか。この場合、 (8)式のαが αcx: 1/τN 














































































3. Na xC002' .rH20の超伝導
CoOz 
NaxCo02に H20分子をインターカレートして
































































































の相図〈図 14) を見てみよう o x=0の LaFeAsOでは反強磁性的秩序が"，140K 
で生じる。 xを増加させるとか0.04でその磁気秩序が消え、超伝導が現れる 0
~は x=0.11 で最大値 (28 K) をとりながらゆっくりと変化し、 x=0.18-0.20
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子対が singlet状態にあることを明瞭に示している [29，30Jことから、 s波のほ
かに d波の可能性も視野にいれていいが、 Ln1111系で2種類のフェルミ面上にA
のnodeがないことがはっきりしているのでそれらの上でのAが同じ符号を持つ
s波 Cs:+と書く)か、異なる符号を持つ生かのみに注目する。国 19には、 La1111
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